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祭署儀礼（龍神祭り）を行う東巴・和学文氏・82歳�
（中国・麗江納西族自治県　2004.3.9）�
　納西語で“智者”を意味する東巴は、祭天・祭風・祭署など

の宗教的儀式を執行する祭司であり、神霊を招くシャーマン的

職能をもつとともに、医者・学者、神像を描く画家、古楽を演

奏、神舞を舞う芸能者でもあり、家普請の折の大工の棟梁でも

あった。納西族の民族文化の中心に東巴の存在があり、その知

識が象形文字、東巴文字により伝えられてきた。しかし、現在

東巴経典の読誦、儀礼の執行ができる東巴は数えるほどになっ

てしまった。�
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